
TOP I C S

　文化財保存活用地域計画は、町の文
化財の保存と活用を総合的に進めていく
ためのアクションプランです。町では来
年３月までに計画を作成し、国（文化庁）
の認定を受けることになります。この日は
第１回の委員会が開催され、町の文化財
に関わる学識経験者、観光関係者、住民
団体、民間団体、行政の代表が集まり、
早速熱心な議論が行われました。今後、
文化財の所有者等へのアンケート調査や
フォーラムなどがおこなわれる予定です。

たたき網漁  初漁
　たたき網漁は、400年以上続くといわれる三方湖独特の伝統漁法
で、冬期間(12月～3月)に水温が低下し、動きが鈍くなったコイやフ
ナを青竹で湖面を叩き驚かせて刺し網に追い込むものです。
この日はシーズン最初の漁で、コイやフナが90kg程度とまずまずの

収穫でした。
　鳥浜漁業協同組合の田辺喜代
春組合長は「風が強く、網を入れ
るのにみんな苦労していました
が、天候に恵まれ初日としては良
かったと思います」と笑顔で話さ
れ「ここ近年若手の加入もあり、
この伝統漁法をしっかり引き継い
でいきたい」と語りました。

12/1

若狭町文化財保存活用地域計画策定委員会11/29

　町内全ての地域づくり協議会や若狭三方五湖歩こう会など
の代表者約３０人でつくる若狭町トレイル協議会の設立総会
が、この日、リブラ若狭で開かれました。
　協議会では、本年度から４年かけ、里道や山道で町内を１
周する「若狭トレイル」の整備を推進していきます。
　また、トレイルコースを利用したイベントの開催や、滋賀県
高島市の「高島トレイル」や美浜町の「美浜トレイル」と連携し、
誘客も目指します。
　町担当者は「湖も山も里も日本海もあり、自然のバリエー
ションの豊富さをアピールできるコースにしたい。」と意気込
みを語りました。

若狭町トレイル協議会設立12/6 　食や特産品などへの関心を深めてもらおうと、町と小学校が連携し毎年実施している食育授業がみそみ小学校で行われました。
今年は同校を含め4校を予定しています。
　この日、地元旅館の料理長である岡勝之さんより、6年生23人を対象に「だし」について学びました。カツオや昆布などの素材の
違いを教えてもらい、だしを
入れないみそ汁を飲んで比
べてみました。最後は自分た
ちがとった「だし」を使って、
親子丼を作り味わいました。
ごはんは、地元産の「いちほ
まれ」が使われました。
児童たちからは「だしがきい
て美味しかった」「家でも作っ
てみたい」などの感想が聞
かれました。

食育授業開催 ～五感と味覚～12/12

12/5 野生生物保護発表大会 ～三方小が文部科学大臣賞受賞～
　環境省と日本鳥類保護連盟が主催する「第54回全国野生生物保護実績発表大会」
で次賞に当たる文部科学大臣賞に選ばれた三方小の児童が、町役場で受賞の報告
をしました。
　同校では、2009年から毎年児童が地域の人と一緒に「ゆりかご田」と名付けた学
校田で無農薬米を栽培しており、昔のようにコイやフナがはす川をさかのぼり、田ん
ぼで産卵、繁殖していたつながりを復活させようと、ゆりかご田で稚魚も育て三方湖
につながる川へ放流しています。
　この日は11月25日に環境省で発表した時と同じように、日々の管理を中心となっ
て行っている5年生21人が、受賞のよろこびとスライドを使い田んぼで育てた稚魚を
湖へ放流することが資源維持になっていることや、絶滅危惧種の水草「シャジクモ」
が見つかるようになったことなど、児童たちが日常的に環境の学習をしていることを
報告しました。
　森下町長は「受賞おめでと
う。未来につなぐ美しい三方
五湖をゆりかご米を通じて
守っていって欲しい」と受賞
を祝いました。児童たちは
「受賞して誇らしく、毎日の
取り組みを評価され大変う
れしい。今後もゆりかご田の
素晴らしさを伝えていきた
い」と笑顔で話していました。
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防犯サンタ保育園訪問12/19

上中防犯組合がとばっ子保育園(大鳥羽)を訪れ、子どもたちに事件にあわない
ように呼びかけました。同組合では毎年上中地域の保育施設を訪問し、防犯意
識を高める活動をしています。
この日は上中交番の警察官と一
緒に、子どもたちに事件に巻き込ま
れないよう防犯標語の「いかのおす
し」(ついて“行か”ない、“乗”らない、
“大” 声を出す、“す”ぐ逃げる、“知”
らせる)を説明しました。その後子ど
もたちは、サンタさんからお菓子や
ぬり絵のプレゼントをもらい、嬉し
そうに笑顔を見せていました。

オーストラリア交流３０周年記念事業

12/21
～23・25 クリスマスin年縞博物館＆縄文博物館
　クリスマスに合わせて年縞博物館と縄文博物館両館で、夕方5時から7時までナイトミュージアムが開催されました。
　年縞博物館では、21日と22日に立命館大学中川毅教授と北場育子准教授によるガイドツアーが開催され、県外客も含め多く
の人で賑わいました。クリスマス仕様のイルミネーションで飾り付けられた年
縞ステンドグラスを前に中川教授は「このステンドグラスは日が暮れて暗い
時が一番美しいです。今日は今まで関係者だけが独占していたこの風景を
楽しんでいってください」と挨拶し、また北場准教授は、この年縞で色んなこ
とが読み取れることを具体的に説明して来場者の興味をひいていました。
　また縄文博物館の外観や竪穴式住居風のイルミネーションで飾るなどし
て、来場者を迎えていました。

全国大会等出場者激励会
レスリング米国遠征 　第59回全国高校レスリ

ング米国遠征で、1月3日
～15日ワシントン州へ派

遣される窪田大羅さん(敦賀気比高3年.堤)の激励会が役場三方庁舎で行われま
した。茨城国体グレコローマン80kg級で準優勝を果たすなどし、全国26人のメ
ンバーに選ばれました。
　窪田さんは「日本代表として交流を深めて来たい。レベルの高い米国の選手
と力を試せるのが楽しみです」と述べ、森下町長は「世界へはばたく選手が町内
から出てくれて誇らしく嬉しい。町民ともども応援しています」と激励しました。

12/13

美方高校駅伝部激励会
　この日美方高校において、12月22日に京都市で開催される全国高校
駅伝大会に出場する男子駅伝部の激励会が行われました。同部は県予選
で2位と代表を逃しましたが、北信越大会3位(県代表校以外で1位)と好
成績をあげ代表に選ばれました。美方高校後援会長の森下町長は「逆転
して代表権を獲得した諸君、この気持ちを忘れず粘り強く戦って来てくだ
さい」と激励しました。選手たちは「チャレンジャーの気持ちを忘れず精
一杯戦ってきます。今年のチームはタテやヨコのつながりが強みなので、
チーム一丸となって積極的にレースに挑みたい」と決意を述べました。

12/13

高校ラグビー全国大会出場
　第99回全国高校ラグビーフットボール大会に出場する若狭東高校ラグビー
部の若狭町在住選手5人の激励会が歴史文化館において行われました。選手た
ちは「一回戦を突破し上を目指していきたい。悔いが残らないように全力で戦っ
てきます」などと決意を述べました。森下町長は「本年はラグビー日本代表チー
ムが好成績を上げ盛り上がっている。皆さんも勝利を勝ち取れるよう期待して
います。体に留意し頑張ってきてください」と激励しました。

12/18

12/2 
～12/8

　若狭町国際交流協会と若狭町主催で、毎年実施しているオーストラリア派遣研修事業
が３０周年を迎え、記念事業が開催されました。
１２月２日～８日にかけて３０年間オーストラリアでホストファミリーとしてお世話になって
いるご家庭をはじめ、総勢１５名の方々を若狭町に招待しました。
　滞在中は、町内でホームステイをしながら町内小中学校へ訪問したり、町内外の観光
地を巡り、日本の生活を楽しみながら過ごし
ました。
　１２月７日には「交流３０周年記念式典・
Welcome Party」を開催し、関係する町
民ら約１５０名が参加しました。
　式典では、森下町長が自身の経験も含め
挨拶し「これからも末永くお付き合いくださ
い」と記念品を贈りお礼をしました。その後、
みんなで手巻き寿司作りや書道などの日本
文化を体験したり、オーストラリアのフォー
クダンス「ブッシュダンス」を楽しみながら
交流を深めました。
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クダンス「ブッシュダンス」を楽しみながら
交流を深めました。
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令和元年分 確 定 申 告
税務署での申告相談の受付期間

いつでもどこでもスマホで確定申告！

税務署での申告相談の受付期間は、

令和２年２月17日（月）から３月16日（月）です※。
受付時間：月曜日～金曜日  午前 9時～午後 4時
（注）混雑状況により、午後４時前であっても受付を終了
　　する場合があります。
※申告相談をお受けする体制は、2月17日（月）からとなります。
※ご自身で作成された還付申告書は１月から受付をしております。

※土日祝日及び12月29日～１月３日を除きます。
※上記の電話番号がご利用できない場合などは、☎03-5638-5171 をご利用ください（通常の通話料金となります）。

ご自身のスマホやタブレットで申告してみませんか？  国税庁ホームページの「確定申告書等作成
コーナー」はスマホやタブレットを利用して、申告書を作成することができます。また「e-Tax」
は、インターネットを利用して、自宅等から申告や納税、様々
な申請・届出などができる便利なシステムです。国税庁ホー
ムページの「確定申告書等作成コーナー」を利用して作成し
た申告データを、同コーナーの画面上から税務署に送信（申
告）することができます。
国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）の
「確定申告書等作成コーナー」をぜひご利用ください。

ご不明な点は、自宅等からお電話で問い合わせることができます。
税務署にお越しいただきますと、混雑時は大変お待ちいただく必要がありますので、まずはお電話にてご相
談ください。

e-Tax・作成コーナーヘルプデスク ☎0570-01-5901（全国一律市内通話料金）
受付時間：月曜日～金曜日  午前９時～午後 5時 （時期により延長する場合があります。）

事前準備、送信方法、エラー解消など確定申告書等作成コーナーの使い方に関するお問合せ

※12月29日～１月３日を除きます。
※受付時間は変更される場合がありますので、内閣府のホームページでご確認ください。
※上記の電話番号がご利用できない場合などは、☎050-3818-1250 をご利用ください（通常の通話料金となります）。

マイナンバー総合フリーダイヤル 0120-95-0178（通話料金無料）
受付時間：月曜日～金曜日　午前 9時 30分～午後 8時／土日祝日  午前 9時 30分～午後 5時 30分 

マイナンバーカードをご利用になる場合のＩＣカードリーダライタの設定等に関するお問合せ

敦賀税務署 ☎0770ｰ22ｰ1010問い合わせ


